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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視されるリソースの監視方法であって、前記監視されるリソースが複合リソースの一
部であるかどうかを判断するステップと、前記監視されるリソースを前記複合リソースと
関連付けるステップと、前記監視されるリソース及び前記複合リソースについての監視情
報を報告するように監視情報の報告フォーマットを変更するステップと、を含む方法。
【請求項２】
　リソース・マネジャにおいて前記監視情報を受け取るステップと、前記複合リソースに
ついての前記監視情報を集約するステップとを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記監視されるリソースを前記複合リソースと関連付けるステップが、前記監視される
リソースについての入力項目をリソース・データ構造に作成するステップを含む、請求項
１又は請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記リソース・データ構造がリソース・テーブルである、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記監視されるリソースを前記複合リソースと関連付けるステップが、前記リソース・
データ構造における前記入力項目を、複合リソース・データ構造における入力項目とリン
クさせるステップを更に含む、請求項３又は請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記複合リソース・データ構造が、クラスタ・データ構造及びグリッド・データ構造の
１つである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記複合リソースがクラスタであり、前記監視されるリソースを前記複合リソースと関
連付けるステップが、前記リソース・データ構造における入力項目を、クラスタ・データ
構造における入力項目とリンクさせるステップを更に含む、請求項３から請求項６までの
いずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記クラスタがグリッドの一部であるかどうかを判断するステップと、前記クラスタを
前記グリッドと関連付けるステップとを更に含む、請求項７に記載の方法。
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【請求項９】
　前記クラスタを前記グリッドと関連付けるステップが、前記クラスタ・データ構造にお
ける前記入力項目を、グリッド・データ構造における入力項目とリンクさせるステップを
含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記監視されるリソースが複合リソースの一部であるかどうかを判断する前記ステップ
が、複合リソースのためにロードされたファイル、前記リソースのオペレーティング・シ
ステムに組み合わされたフック、及び、複合リソースのために実行されているプロセスの
少なくとも１つを識別するステップを含む、請求項１から請求項９までのいずれか１項に
記載の方法。
【請求項１１】
　コンピュータ上で実行されたとき、請求項１から請求項１０までのいずれか１項に記載
の全てのステップを実行するようにされたプログラム・コード手段を含むコンピュータ・
プログラム。
【請求項１２】
　監視されるリソースの監視装置であって、前記監視されるリソースが複合リソースの一
部であるかどうかを判断するための判断手段と、前記監視されるリソースを前記複合リソ
ースと関連付けるための関連付け手段と、前記監視されるリソース及び前記複合リソース
についての監視情報を報告するように監視情報の報告フォーマットを変更するための変更
手段と、を含む装置。
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